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議事録  
 

 内容については、多くの問題を抱える東北地方に則した重点計画であると感じている。 
 広域地方計画と社会資本重点計画に、東北地域に住む 980 万人市民の意識がどれだけ醸成

されるのか懸念している。 
 東北地方は新しい産業が息づく一方、少子高齢化が他地域よりも進行するなど、バラエティに

富む課題を抱えている地域であり、多くの分野の人との懇談が必要である。 
 広域地方計画と社会資本整備重点計画が「車の両輪」に例えられるなら、市民の意識は「車を

動かすガソリン」に例えられる。多くの方々とのパフォーマンスでない連携を進めたいと思う。 
 

 取り組み事例である弘前の下水道整備の「指標目標達成」については実感している。あ青森県

内では、青森や弘前、十和田、八戸市等の都市部では社会資本整備が進んでおり、施策の効

果が出ていると思う。 
 しかし、下北半島等の半島部では、道路をはじめ社会資本整備が不足している。例えば道路

が一本しかなく、豪雪や落石で道路が通れなくなると、病院にも運べなくなる。二次的な安全対

策が必要。 
 仏ヶ浦など観光地があっても地域の経済活性化に繋がっていない。付近には民宿しかないた

め、ツアー客が余所に宿泊してしまい、経済活性化に繋がっていない。東北には同様の例が多

く見られる。そのため「広域連携」は両刃の剣になり、地域間で競争が発生する。地域間で“競

争”にならない仕組みづくりが必要だろう。また、難しいが宿泊施設が誘致できるような施策が必

要。 
 

 農山村の記述に関して、“今後消滅の恐れがあるため守らなければならない”という印象を受け

る。農山村の意義は、第一次産業の担い手であり、防災の面からも国土管理に寄与しており、

適切な国土管理のための集落の整備はこうあるべきという視点を盛り込んで頂きたい。 
 道路整備が進み、通勤圏が増えるなど目に見える生活の変化があり、住みやすく、安全になっ

てきている。一方で、車での移動距離が長くなり、高齢者の交通事故も増えるなか、低炭素、低

コストで沿線の環境も良くするといった、公共交通についての記述が弱いのではないか。整備さ

れた道路を活かした次の社会はこうだというところが欲しい。 
 都市と農村の交流手段も車なのか、公共交通なのか、広域地方計画の方でも見えない。鉄道

やバスも社会資本として考えるべきではないか。“道路交通渋滞対策”の中に公共交通が入っ

ているかもしれないが、全体の公共交通ネットワークを描いたうえで、都市に住んでいる人だけ

ではなく、周辺の農村に住む人も都市機能を満喫できるように、都市と農村が共生するための

公共交通が必要。 
 指標については、公共交通機関でマイカーがなくてもこれだけ広い範囲で移動できるというよう

な指標がほしい。 
 

 人、物、技術などの国際化、ネットワークの形成という視点から言えば、行政主体のネットワーク

もあれば、民が主体になった交流の中で生まれてくるものもある。 
 東北地方における姉妹都市、姉妹港、経済協定を結んでいる地域や地方自治体等、東アジア

を含む海外との交流を拡大していくときに、どことどこが連携しているか、どのようにネットワーク

して連携していくかの視点が大切である。 
 防災の視点では、新潟で地震が起きたときに、新潟から帰れない人達が、青森空港から帰った

と言うこともあり、空港整備においても連携の視点を入れて頂きたい。 
 高齢社会に関しては、魅力あるまちづくりの視点として、中心市街地におけるまちなか居住、農
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産漁村や郊外と繋ぐ道路の整備、バリアフリーの視点を入れて欲しい。 
 リサイクルポートについては、１つの港湾の中ではゼロエミッションシステムとして機能しているが、

これでよしとするのか、あるいは、外や東北地方の他の地域との連携、物流、さらなる活性化と

いった面ではまだであり、強化が必要と感じる。 
 

 1 つ目は、活力、安心・安全がキーワードになっているが、両方分けるのではなく、2 つを掛け合

わせられるようなプロジェクト、何処かで繋がるようなプロジェクトを考える必要があるということ。 
 例えば、車をたくさん作って雇用を増やすという話だけではなく、せっかく多くの企業や工場が

来るのだから、雪に強くて高齢者の暮らしや運転、交通事故に配慮したような交通輸送システ

ムを構築していく、バリアフリーな交通システムのデザインの話と、企業の持っている様々な技術、

物作りのノウハウを、どうやって掛け合わせていくのか、東北らしいプロジェクトを考えていく必要

がある。 
こういった考え方は九州にあるが、九州との違いは雪が多いことと、高齢化が相当進んでいて、

高齢者が安心して安全に暮らすことが出来る輸送システムとか、道路の事情とかを全体として、

インフラを整備していかなければならない。そのための情報通信インフラも併せて整備していか

なければならない。新しいインフラづくりにもう一歩踏み込んでいくことが大事である。 
 2 つ目は集中と選択についてである。これからの社会資本整備を考える場合、いろんな角度か

ら集積効果を考えるべきである。 
仙台や新潟にいろんな資本を集積させるだけでなく、これからの農村地帯は交流と連携の拠

点になっていくものと考えられる。例えば、農町村連携をいろいろな省庁が共同してやっている。

六次産業クラスター、観光の分野では着地型観光なども取り組まれている。 
これからの地域の問題の多くが、多様な人材の経営資源を結集して束ねるということを地域の

中でやっていける、やれるリーダーがいる、そういうことが大事であり、そのための社会資本整備

や公共交通の整備という方向に移ってくると思われる。 
都市部だけで集積が大事だと言うことではなく、都市以外でも、集積のあり方とか、多様な人が

集まれる、複合的な拠点の整備とか、きちんと考えながら集積効果を満たす方向を、もう少し議

論しても良い。 
「集積」の効果を上手に訴えることが大切で、集積の多様なあり方、どういう社会資本整備をす

ることによってこういう集積が出来る、シナリオを多様化した方が良い。 
 3 つ目は目標、指標の問題。 
目標管理や中間評価をやっていく時、評価に市民、住民の声を入れることをたくさんやった方

が良い。 
 4 つ目に、水そのものの資源としての価値とか、東北の持っている豊かさを考えるときに、水をど

う考えるかは大きな問題である。日本は世界最大の水の輸入国である。食糧を輸入しているか

らであり、バーチャル・ウォーターという考え方である。これから世界は水の争奪戦になるとも言

われている。 
 世界の環境を考えたとき、食料と並んで水は大きなポイントとなる。水辺環境とかだけではなく、

水資源そのものの価値、あり方をもう少し深く議論していくことが大切。東北が日本に世界に貢

献しうるもう一つの要素として水の要素は大きい。 
 

 「強く美しい東北」と表記されているが、希望的な意味合いで｢強く｣を先にだしたのかもしれない

が、東北は｢美しい｣が特徴あり、一般的には「美しく強い東北」の方がわかりやすいのではない

か。 
 東北に住んでいて毎年感動するのは四季の移り変わりの美しさである。この頃山形に多く韓国

人が訪れて、やはり美しさを実感して帰られるようである。これから東北は観光に繋がっていって

欲しいと思う。 
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 計画について、これまでの成功例や失敗事例の報告が無く、心細い気がする。 
 酒田では東方水上シルクロードという交流を１６年間実施しているが、人脈づくりが何よりも大き

かった。リサクルポートがうまくいっているのも、その人脈が生きていることが大きい。 
 過去の実践を踏まえて未来が派生し、地に足のついたものとなる。 
 だいたい資本の集中は 30 万人エリア。文化が成り立つエリアだと推測している。規模としてコン

パクトシティにも照合するのではないか。 
 

 産業界の目線で話をすれば、東北では社会資本整備に反対する人は 1 人もいない。 
 企業は法人税、社員の所得税を含めて、税負担している。納税者として、投資に対して適切な

費用対効果の考え方はあるが、社会資本整備に費用対効果はなく、安全安心や治水、基幹的

な道路整備は国が行うべき。 
 「強い東北」の“強さ”は、何処に対して強さなのか？  
5 年間の経済のダイナミズム、この 5 年間で世界が変わり、日本経済が変わった。これからの 5
年は、過去の延長ではなく、もっと大きな目線で変わっていくものと考えられる。 
グローバルな視点で日本進出を考えてみると、「強い東北」はあまり大きなキーワードにはなら

ない。 
仙台空港なども国際化をやっているが、客がいなければ最終的には路線が無くなる。それが現

実。港湾にしても、ユーザーの視点では多いに越したことはないが、数が多ければ強い訳では

ない。それが本当に強いのか、競争力があることになるのか。仙台港は料金が高く、日数もかか

ることから使いづらい。 
国内に向けての強さと、グローバルに向けた強さというものを、もう一度整理した方が良い。 
 企業の立地条件として、土地価格、水、求人等のキーワードがあるが、大手の自動車組み立て

工場が宮城県に進出する理由の 1 つに、仙台、宮城県の持っているポテンシャル、魅力があっ

たのだと思う。人材、魅力あるまち（住環境、教育環境）という目線で選ばれたのだと思う。 
他の地方と土地の単価はそう変わらない。これからの企業立地一番のキーワードは人材力であ

る。優秀な人材をもって、いかに 1 人あたりの生産性を高めるかが企業の競争力になる。 
魅力あるまちを作って、質の高い人材をいかに確保するのかに繋がる。 
 「強い東北」という言葉は、もう一度検討していく必要がある。 

 
 ｢広域地方計画｣と｢重点整備方針｣の“戦略”の関係にについて整理が必要。 
 ｢強い東北｣の来記述がわかりづらい。｢広域地方計画｣の 5 つの戦略的目標が、産業別に捉え

られておりすっきりしている。農林水産業、自動車産業、観光、エネルギーの 4 つが東北の重点

ということを強く押し出して自立していくとしている。 
「強い東北」という合い言葉は良いが、指標として“時間短縮”が掲載されており、わかりづらい、

短縮することが目的ではない。新たな立地誘導を生むとか、立地している産業の流通コストを

下げるとか、そういう視点で“強さ”を出して行ければ良いのではないか。 
 「美しい東北の実現」の中にリサイクルの話が出てくるが、産業の枠組みで捉えた方が良い。 
 「魅力あるまちづくり」については、総務省と国土交通省で定住生活圏を検討しており、中核都

市、連携都市ということで、教育や医療をある圏域の中で地方分権していくという大きな流れに

なっている。 
 「魅力あるまちづくり」の内容は、生活圏と同じ対応関係にあるので、生活圏内のインフラとして、

生活圏を支えていく観点での記述について、齟齬のない記載をする必要がある。 
 

 国策として観光が強く打ちだされている中で、東北としてどういう観光を作り上げていくかが問わ

れている。東北は、人が動く上でハード・ソフトの両面での整備が遅れており、観光客に上手に

動いてもらうようになっていない。このため、日頃から自分自身が動きやすい地域になっている
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かどうかの視点を持つことが必要である。 
 社会資本整備を考える上で、人が動きやすい・移動しやすい東北を作り上げることが大切であ

る。道路網が整備され、高速バスの便数も増えているが、例えば、仙台市内のバスの停留所は

地元の人ですらわかりづらく、動きづらい。この状態を放置したまま他所から人に来てもらおうと

いう発想ではもたない。ハードを使いこなしていく能力がポイントになる。 
 広域連携は両刃の剣という話が出たが、これから人口が減少し高齢化が進む中、地域のポテン

シャルや特性を見極めないまま、同じような施設整備し続けるのはするのは無駄である。自分の

地域と他所を組み合わせて考える視点が不可欠であり、地域づくりを行うには、広域連携の発

想のもと社会資本整備を進めることが必要である。 
 

 景観の観点で電線地中化のスピードが遅いのが気になる。 
 企業誘致にしても、観光にしても、まちづくりにしても、色々な観点から国際競争力を持ってい

ない、ポイントではないかと思う。 
 

 アウトカム指標について工夫が必要。わかりやすくする必要がある。 
 

 数字を出されてもよくわからないのではないか。例えば観光の面ではどう感じたか、そこに行け

ばどんな魅力があるのかが感じ取れるような、表現ができないか。 
 

 指標にしても成果にしても、社会資本整備により実行されたものの成果がどうであるかが重要。

観光でいえば動きやすさであり、企業であれば東北経済の持っている今後の方向性を表すよう

な指標になる。 
 社会資本重点計画と言っても、広域計画を実現するための手段になるわけなので、広域計画

をより具体化していくような表現の仕方にしていく必要がある。広域計画と一体化した表現にし

なければならない。現行の社会資本整備重点計画期（平成１５年度～平成１９年度）までと

平成２０年度以降の環境変化は、少子高齢化・過疎化・情報化のより一層の進展、人的交

流の促進による地域の活性化の重要性等があげられる。平成２０年度以降の重点整備方

針にも、その部分をもっと強調すべきではないかと考える。 
 

 全体的感想として、従来は、物流中心の印象があり、物流中心のネットワークのみだと、地

方の人材・資源が中央に流出し、格差の進行につながりかねない懸念が払拭出来ない。

もっと交流を強調すべきだと思う。 
 具体的には、東北地方の社会資本の重点整備方針（素案）の４、東北地方で今後取り組

むべき課題の③都市機構の充実と農山漁村との共生の後に交流を入れる。文章の最後

「都市との連携共生を進めていく必要がある」を「都市との連携・交流による共生を計り、農

山漁村の活性化を進めていく必要がある」とする。又、⑤「将来の姿」実現のための総合的

施策の実施の最後の２行の文章を交流も含めた具体的表現にする。（素案）の文章最後の

「新たな公」の表現をもっと具体的にする等が考えられる。 
 懇談会の論点の意見としては、①強い東北の創造の為には、ハード的基盤整備や、物流

の為のネットワーク作りも大事であるが、人的交流も非常に重要だと思われる。情報発信力

の強化も含めた、人的交流のため基盤整備を検討する必要がある。②雪に強い東北につ

いては、東北には山脈に沿って温泉や地熱が多い事をふまえ、峠の消雪に地熱を活用で

きるのではないかと思われる。③ユニバーサルデザインについては、整備も大事であるが、

どの程度のバリアーがあるかと言う情報が無いと、障害者は旅行にいけないと言う声をよく

聞にする。各県に、バリアフリーの情報センターが必要だと思われる。又、東北は、外国人

旅行者に対応するための社会資本の整備が、著しく遅れている。東北全体としてサイン関
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係の統一が必要だと思われる。④魅力ある町づくりの一つとして、高齢者にとっての住みや

すい町づくりの視点が必要。都市機能が単に、合理性・利便性の追求だけになると、郊外

のショッピングセンターと変わりなく、単なる競争の激化だけになる。中心市街地の活性化

は住みやすい環境の整備という視点が大事だと考える。 
 総論として、漠然としているが、東北には東北としてのアイデンティティの確立が必要なので

はないかと思う。東北は日本の原風景や、四季折々の変化に富んだ景観、豊富な資源、素

朴な人情等、誇るべき要素を沢山持っている。社会資本の整備に直接関わらないように思

えるが、社会資本整備の段階から、東北としての個性化を進める事が、将来にとって極め

て重要な事のように感じられる。 


